






考案ならびに要約 

 カリクレインに精子数増加作用,運動性促進効果のあることが認められ,近年男性不妊症

の治療薬として臨床的に広く使用されている。 

 カリクレインの精子増殖に対する直接効果は未だ明らかではないが,カリクレイン－キ

ニン系の細胞分裂・組織修復作用などが関与していると思われる。運動率改善の作用機構

としては,プロスタグランディンを介した精子細胞内 cyclic AMP レベルヘの直接効果ある

いは膜の透過性変化による栄養物吸収亢進・代謝の促進などが関与していると考えられる。

今回われわれはヒトの“受精"の面からカリクレインの効果を検討してみた。その結果,カ

リクレインは明らかに受精率を上昇させることが確認された。ヒト精子が透明帯除去ハム

スター卵に受精するには先体反応を起こすことが必要であり,カリクレインはヒト精子の

先体反応を促進させていると考えられる。先体反応のメカニズムは未だ不明な点が多いが,

ホスホリパーゼが重要な役割をはたしていることが示唆されており,カリクレインの生理

機能の一つとしてホスホリパーゼ活性化作用がある。先体反応促進－受精率上昇はこの機

能に基づいていると思われる。ただカリクレインの受精率上昇効果はグルコースの存在下

のみで認められ,今後この点の解析を試みたいと考えている。 


